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第 3 章では，ロジウム (1 )キラルホスフィン錯体が同反応において触媒能を示す乙とを述べ， またこ
の反応系とルテニウム錯体による反応系との相違点を明らかにしている。
第 4 章では，ルテニウム(ll)およびロジウム (1 )錯体によるラセミ体 1 ーブテンー 3 ーオールの鏡像体
区別分子内水素移動反応において，キラルジホスフィンが有効な配位子である乙とを示している。





























(3) ロジウム(ill)キラルホスフィン錯体は， (R , S) ーし 3 ーブタンジオールの鏡像体区別脱水反応
を触媒的iζ生起させることを見出している。
(4) ルテニウム(ll)キラルジホスフィン錯体を触媒とすることにより，アルコールを水素源としたプロキ
ラルオレフィンの不斉還元反応が生起することを見出し，生成物の光学純度は基質の構造，およびア
ルコールのキラリティに依存することを明らかにしている。
(5) ロジウム(1 )キラルホスフィン錯体を触媒とするケトンの不斉水素化反応において，生成物の光学純
度は均一系ではキラルホスフィン/Rh モル比に，また不均一系では担体の種類と構造に依存するこ
とを明らかにしている。
(6) コバルト(ll)およびニッケル(ll)キラルホスフィン錯体を触媒とするプロキラルオレフィンの不斉水素
化反応において，アミンの添加が不斉選択性の向上と反応速度の増大をもたらすことを見出し，この
効果が系中で生成するアミン錯体の作用 iζ基づく乙とを明らかにしている。
以上のように，本論文はラセミ体の動力学分割ならびにプロキラル不飽和化合物の不斉水素化に関し，
-476-
多くの重要な知見を与えるものであり，触媒化学および有機合成化学の発展に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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